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形 名 
ディ ー エル イー ジー ダブ ル 


DL-EG006-W を : 昼 % 色 ) 
DL-EG007-W cx 湊 宮 : 電球 る ) 


安全 上 の ご 注意 


必ず お 守り くだ さい 


人 へ の 危害 、 財産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 
お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 
画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 
次 の よう に 区 分 し て 、 説 明 し て いま す 。 
と に 「 死 亡 、 ま た は 重傷 を 負う 
F コ お それ が ある 」 内 容 。 



































腸 を 負う 、 ま た は 財産 に 
員 害 を 受け る お それ が ある 」 















































一 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 、 
次 の 図 記 号 で 説明 し て いま す 。 


QQ し て は いけ な いこ と 。 











DL-EG008-W を : 昼 % 色 ) 
DL-EG009-W ん 湖 (電球 る 








お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が 
と う ご ざ いま し た 。 

本 説明 書 (保証 書付 ) を よく お 読み の う 
え 、 正 し く お 使い くだ さい 。 

ご 使用 の 前 に 「 安 全 上 の ご 注意 」] を 必ず 
5 読み くだ さい 。 

本 説明 書 (保証 書付 ) は 、 い つ で も 見 る こ 
と が で きる 所 に 必ず 保存 し て くだ さい 。 



































⑳ し な けれ ば な ら な いこ と 。 





@ この 器具 の 施工 に は 電気 工事 士 の 資格 が 
必要 で す 。 取 付 工 事 は 必ず 電気 工事 店 に 
依頼 し て くだ さい 。 

@ 一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て ま 
ます 8 


@ 工事 が 終了 し まし た ら 、 本 説明 書 は 、 必 
ず お 客 様 へ お 渡し くだ さい 。 






























































安全 上 の ご 注意 





還 本 ロコ 施工 上 の ご 注意 








Q る この 器具 は 、 ア ンカ ー ボ ルト 吊り 下 
げ 専 用 器具 で す 。 プ ー ル や 浴室 な ど 
の 湿気 の 多い 場所 、 振 動 や 衝撃 の 多 
い 場 所 、 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 、 
海岸 隣接 地帯 で は 使用 し な い 。 
(落下 ・ 感 電 ・ 火災 の 原因 ) 


@ 木 ネジ な ど に よる 天井 、 壁 面 に は 取 
り 付 け な い 。 
(指定 以外 の 取付 を お こ な う と 器具 落 
下 の 原 因 ) 


器具 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 
使う こと は 絶対 に や め る 。 

(機器 落下 ・ 感 電 ・ 火災 の 原因 ) 

風速 60m グ s 以 上 の 場所 で は 使用 し 
な い 。 
(落下 ・ 十 分 に 強度 が ある 所 に 取り 
付け る ) 

@ アル カリ 系 洗剤 、 ガ ソリ ン 、 シ ン ナ 
ー、 ベ ンジ ン 、 灯 油 、 ア ルコ ー ル 、 
みがき 粉 な ど で ふ か な い 。 ま た 、 
殺虫 剤 な ど を か け な い 。 

(変色 ・ 変 質 の 原因 ) 

人 @ 器具 に 他 の 荷重 を か け な い 。 

(落下 ・ 感 電 ・ 焼損 の 原因) 
@ 電線 ある い は 絶縁 処理 部 に 刃物 な ど 


に よる 傷 を つけ な い 。 
(漏電 ・ 感 電 ・ 火災 の 原因 ) 



















































































Q 器具 の 取り 付け は 、 本 説明 書 に し た 
が う 。 

(取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 ・ 

感電 ・ 火 災 の 原因 ) 


人 @ 取付 方 向 は 、 本 説明 書 に し た が っ て 
正しく 施工 する 。 
(感電 ・ 火災 ・ ケ ガ の 原因 ) 


@@ 電源 接続 線 は 、 本 説明 書 の 「 器 具 の 
取付 方 法 ] に し た が っ て お こ な う 。 
(発熱 ・ 火 災 の 原因 ) 

人 @ 設 置 工 事 は 電気 設備 技術 基準 に し た 
が っ て 、 確 実に お こ な う 。 

【D 種 接地 工事 】 






















































































あり ) 


人 @ 交流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 
電源 周波 数 は 50Hz、60Hz 共 用 で 
す 。 
電源 電圧 は 、 銘 板 お よび 本 説明 書 


内 で 使う 。 

(間違っ て 使用 する と LED 電 源 
ッ ト 、 器具 な どの 短 寿 
原因 ) 

































































信和 警告 
ヒコ 


@ 器具 を 改造 し な い 。 
(落下 ・ 感 電 ・ 火災 の 原因 


@ 居 動 や 衝撃 の 多い 場所 で は 使用 し 
な い 。 
(落下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原因 ) 

人 @ お 手入れ の 際 、 シ ン ナ ー・ ベ ンジ 
ン な どの 有機 溶剤 、 ア ルカ リ 、 弦 
酸性 、 塩素 系 洗剤 で は 拭 か な い 。 
(変色 ・ 劣 化 ・ 感 電 の 原因 ) 















































@@ 配線 工事 は 、 必 ず 工 事 店 ・ 電 気 店 


( 有 資 格 者 ) に 依頼 する 。 
一 般 の 方 の 施工 は 法律 で 禁止 され 
て いま す 。 

人 @ 器具 の メン テ ナ ン ス 時 は 、 必 ず 電 
源 を 切る 。 
(感電 の 原因 ) 

人 @ 万 一 、 塗 装 剥 離 ・ 金 属 腐食 ・ 煙 ・ 
に お いな どの 異常 を 感じ られ まし 
た ら 、 す ぐに 電源 を 切っ て 工事 店 
お 買い あげ の 販売 店 に 相談 する 。 
(感電 ・ 火 災 の 原因 ) 




















| 公 注 意 


QO @ 湿気 の 多い 場所 、 振 動 の ある 場所 、 

腐食 性 ガス の 発生 する 場所 で は 使 
用 し な い 。 

(感電 ・ 落 下 ・ サ ビ の 原因 ) 


人 @ 器具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 

(発熱 ・LED 短 寿命 の 原因 ) 

人 @ 濡れ た 手 で 器具 を 取り 扱わ な い 。 
(感電 ・ 故障 の 原因 ) 
































(接地 が 不 完全 な 場合 、 感 電 の お それ 


(仕様 ) に 記載 され て いる 電圧 土 10% 


@ 器具 の 取り 付け は 指定 され た 部 品 を 
使用 し 、 器 具 重 量 に 耐え る 所 に 本 説 
明 書 に し た が い 、 確 実に お こ な う 。 
(取り 付け に 不備 が ある と 、 感 電 ・ 
ケガ の 原因 |) 


人 @ 取付 面 に 凹凸 が ある 場合 は 、 パ バッ キ 
ン と の すき ま を 防水 シー ル 材 な ど で 
埋め る 。 

(火災 ・ 感 電 ・ 落 下 ・ サ ビ の 原因 ) 

@@ 周囲 温度 は 、-30Cー40C の 範囲 
で 使用 する 。 
(高温 で 使用 する と 火災 ・LED の 短 

寿命 の 原因 ) 
























































QQ @ 器具 を 水洗 いし な い 。 
(感電 ・ 故 障 の 原因 ) 


信金 属 部 分 を クレ ン ザ ー や た わし で 
磨 か な い 。 
(傷つけ た り ・ サ ビ の 原因 ) 


器具 を 洗剤 や 薬品 な ど で 拭 いた り 、 
殺虫 剤 を か け な い 。 
(器具 の 破損 ・ 落 下 ・ 感 電 な どの 原 
内 ) 



























































⑳⑩ @ 器具 の お 手入れ の 際 は 、 必 ず 電 源 
を 切っ て 器具 が 十分 に 冷え て か ら 
S こ な う 。 


(や けど ・ 感 電 の 原因 ) 





@@ 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 
施工 は 本 説明 書 に し た が い 、 確実 
に お こ な う 。 

(感電 ・ 落 下 ・ 火 災 の 原因 ) 

設置 工事 お よび 、 ア ー ス 工事 を 確 
実に お こ な う 。 

【D 種 接地 工事 / 電 気 設備 】 
(感電 ・ 火災 の 原因 ) 


人 @ 交流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 
電源 周波 数 は 50Hz、60Hz 共 用 
で す 。 電源 電圧 は 、 器 具 銘 板 また 
は 本 説明 書 に 記載 され て いる 電圧 
土 1096 内 で 使う 。 
(間違っ て 使用 する と 機器 の 短 寿 命 
1 火災 の 原因 ) 












































お 客 様 / 工事 店 様 へ お 願い 


@ | ED 光源 に は バラ ツキ が ある た め 、 同 
ー 形 名 商品 で も 商品 ご と に 発光 色 、 明 
る さ が 異 な る 場合 が あり ます の で ご 了 
承 く だ さい 。 

@ 喫煙 に よる 煙 や 、 ほ こり の 多い 場所 で 

は 、 和 気流 に より 器具 の 周り に 汚れ が 集 
中 する こと が あり ます 。 器具 の 明る さ 
を 保つ た め に は 、 ガ ラス の 定期 的 な 清 
掃 を お すす めし ます 。 

@ 照射 距離 が 近い 場合 や 、 照 射 面 な ど に 
よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 場合 が あり ま 
す の で ご 了承 くだ さい 。 

@ 照明 器具 に は 寿命 が め り ま す 。 
設置 し て 10 年 経つ と 、 外 観 に 異常 が 
な く て も 内 部 の 劣化 は 進行 し て いま す 。 
点検 、 交 換 を お すす めし ます 。 

@ ] 年 に ] 回 は 、「 安 全 チ ェ ッ クシ ー ト 」 
(当社 ホー ムペ ー ジ か ら ダ ウン ロー ド 
で きま す ) に 基づき 、 自 主 点検 し て く 
だ さぶ し!。 

※ 寿 命 は 設計 値 で あり 、 保 証 値 で は あ 
り ま せん 。 使 用 条件 、 取 付 条 件 に よ 
り 変 化し ます 。 

@ 3 年 に ] 回 は 、 工 事 店 な どの 専門 家 に 
よる 点検 を お 受け くだ さい 。 

@ 点検 せ すず に 長期 間 使い 続け る と 、 ま れ 
に 発煙 、 発 火 、 感 電 、 落 下 な ど に 至る 
場合 が あり ます 。 

@ 箕 具 か ら 出 て いる 電線 が 破損 し た ら 危 
険 を 避け る た め に 、 販 売店 に 連絡 し て 
取り 替え て くだ さい 。 














































































































































































































































































































首部 の な まえ 器具 の 取付 方 法 っ っ 


サイ ド プ レー ト の 
本 体 の 仮 吊 り スリ ッ ト 穴 (A 側 ) 
@ 五 方 (A 側 ) の 吊り ボル ト の ナッ ト 
部 を 固定 アン グル の の ら 8 穴 部 に 
車 入 し た 後に スリ ッ ト 和 穴 部 へ スラ 4 | 
イド させ て 、 も う 片 方 (BB 側 ) の 吊 | 





サイ ド プ レー ト の 


固定 アン グル 
スリ ッ ト 和 穴 (B 側 ) 
































































































サイ ド バ ネ ル コーー サイ ド パ ネ ル り ボ ルト も 同様 に 取り 付け て くだ | 突起 (スト ッ パー 用 ) 
a | の 8 
ED スラ イド 時 に は 、 ス トッ パー の 突 | | 






































起 を 乗り 越え る よう 少し 押し 上 げ A 側 B 側 
て 、 ス ライ ド さ せ て くだ さい 。 夫 も 





ガラ ス 











電源 線 の 接続 方 法 
① 口 出 線 に 電源 線 を 確実 に 接続 し 
て くだ さい 。 接続 部 を 圧着 スリ 


= の 取付 万 法 ー ブ な ど で 結 線 し た 後 、 自 選 衣 
2 着 テ ー ブ で 処理 し 、 絶 緑 テー プ 


を 巻い て 絶縁 ・ 防 水 処理 を お こ 





































































































































































































































































































































































































a な っ て くだ さい 。 
取付 前 の 確認 @ 取付 部 の アー ス 端 子 に D 種 設 0 自己 融 着 デー ブ 
e 天井 面 に 下記 の 仕様 で 、 吊 り ボ ルト と 電源 穴 の 施工 を お こ な っ て くだ さい 。 工事 を お こ な っ て くだ さい 。 // お よび 絶縁 テー プ 

※ 施 工 に 不備 が あり ます と 、 感 = 、 
取付 部 施工 事例 (部 材 は すべ て 別途 手配 ) 加 や 発火 の 原因 こ な り ます 。 時 A 
e 吊り ボル ト は 、 し っ か り と し た 部 材 に 固定 し て くだ さい 。 
e 器具 質量 ( 約 12kgf) に 十分 耐え る よう 、 ボ ルト 取付 部 の 強度 を 確保 し て くだ さい 。 本 体 の 取付 け 
(取付 ボル ト は 、 M10 を 使用 ) 不 備 が ある と 器具 落下 の 原因 と な り ま す 。 記 | 
電源 疹 ノ \IC 入 TE 
e 刷り ボル ト の 両側 に 平 ワッ シャ ー、 SP ワッ シャ ー、 ナッ ト を 仮 止め し て くだ さい 。 i 
平 フッ シャ ー の 外 径 は 、 標 準 の 2 つの を 必ず 使用 し て くだ さい 。 e ナッ ト を 確実 に 締付け 、 ダ ブル ナ 
人 @ 取付 作業 は 、 必ず ら 名 以上 で お こ な っ て くだ さい 、。 ツ ト で 確実 に 取り 付け て くだ さい 、。 
単独 作業 は 、 落 下 の 原因 と な り ま す 。 不備 が あり ます と 器具 落下 の 原因 
と な り ま す 。 ダブ ルナ ッ ト 
MM 天井 と 本 体 問 で 電源 線 
旦 = の ND 
吊 ポ ルト M10 ー ュ ーー し ケア ケア (天才) 33】)。 を は ご さま な いよ うに 注 落下 防止 ワイ ヤー 
平 ワ リッ シ ャ ー キ キ 語 意 で ぐだ さい 8 
SP ワッ シャ ー A : IO 
ナッ ト | | 4 
ロロ 出 線 位置 | | 部 麗 語 語 
較 2 腕 め の 中 ニニ 落下 防止 ワイ ヤー の 取り 付け (付属) 
レト 大 | “a e 固定 アン グル の 落下 防止 ワイ ヤー 用 の 穴 に 
吊 ボ ルト 位置 ーー 年 
| 343.5 」 落下 防止 ワイ ヤー を 取り 付け て くだ さい 。 
不備 が あり ます と 器具 落下 の 原因 と な り ま す 。 


























お 手入れ 仕 様 


































































































@ お 手入れ の 際 は 必ず 電源 を 切り 、 器 具 が 十分 に 冷え て か ら 水 ま た は ぬる ま 湯 を 用 い 、 汚 れ が 落 形 名 DL-EG006-W | DL-EG007-W | DL-EG008-W |DL-EG009-W 
ち に くい と き は 、 中 性 洗剤 (例え ば 台所 洗剤 ) の 1 一 ら % の 水溶 液 を 用 いて 、 柔 ら か い 布 を 浸し 、 器具 光束 (参考 ) | っ 24000Im 19000Im 13500Im 10700Im 
よく 絞っ て か ら 汚 れ た 部 分 を 軽く ふき 取っ て くだ さい 。 光 源 神 光 色 LED 直球 色 LED 神 光 色 LED 電球 色 LED 

@ 器具 を 水洗 いし た り 、 金属 部 分 を ク レン ザー や た わ し で 磨 か な いで くだ さい 。 定格 消費 電力 242-234W ] 35-] 30W 

@ シン ナー、 ベン ジン な どの ョ 機 溶剤 、 アル カリ 、 弱 酸性 、 塩素 系 洗剤 で は 、 ぶ ふか が な いで くだ さ 定格 入力 電圧 AC100V-242V 
0 電源 周波 数 50Hz ン 60Hz 








照射 ガラ ス 強化 ガラ ス 

本 体外 形 寸法 量 45 1 mm、 奥 行き 450mm、 高 さ 145.5mm 
質 量 約 12kg | 約 11kg 
使用 周囲 温度 ー30~40C 

使用 周囲 湿度 8596RH 以 下 


守 と ア 中 トー ビ e 印刷 物 付属 品 (1 部 ) 本 説明 書 * 
| フ ス (よく お 読み くだ さい ) ※ 当 商品 は 日 本 国内 向け で あり 、 日 本 語 以外 の 説明 書 は あり ませ ん 。 
This model is designed exclusively for Japan, with manuals in Japanese only. 
修理 を 依頼 され る と き は 保証 に つい て 












































































































































































































































































































































































































































出張 修理 e 保証 期間 … お 買い あげ の 日 か ら 1 年間 で す 。 画 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 
お 買い あげ の 販売 店 (工事 店 ) に ご 相談 くだ 保証 書 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で キー 
さい 。 ーー お 申し 出 く だ さい 。 ジャ ー プ 者 問い 合わ 愉 
ご 相談 の 場合 は 、 下 記 に 記載 の 内 容 を お 知 保証 の 免責 事項 ー http://www.sharp.CO.jD/SUDDOr 
ら せ く だ さい 。 @ 先 責 事項 に つき まし て は 、 保 証書 また は カ 

- タロ グ を ご 参照 くだ さい 。 

@ 品名 : キャ ノ ピ ー 灯 

e 形 名 : 本 体 横 の 定格 銘板 に 記載 の 形 名 

e ei ] 1 補修 用 性 能 部 品 の 保有 期間 カタ ログ 請求 また は 、 商 品 に 関す る ご 相談 は 

@ 状態 (具体 的 に 

e ご 住所 (付近 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい ) e 当社 は キャ ノ ピ ー 灯 の 補修 用 性 能 部 品 を mg = フリ ー ジ イヤ ル FAX の 場合 

e お 名 前 e 電 話 番号 e ご 訪問 希望 製品 の 製造 打 切 後 、6 年 保有 し て いま す 。 logs}. 01 20 50 ミ 8 562 06-6792-5993 

1 ns 2 (携帯 電話 ・PHS か ら も ご 利用 いた だ け ま す ) 
便利 メモ NG ES 画 フ リー ダイ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 06-6792-1582 
A 画 ご 相談 受付 時 間 ( 年 末年 始 を 除く ) 
RAE 月 曜日 金曜 日 午前 9 時 一 午後 5 時 (平日 の み ) 
お 買い あげ 販売 店 名 
S ンス 
シャ ー プ 株式 会 社 
本 社 〒545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 2 番 2 ら 号 
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康 ・ 環 境 ツ ステ ム 事 業 本 部 〒58 1 -8585 大 阪 府 八尾 市 北 重 井町 3] 目 1 番 7 ら 号 
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